
598 最近の日本における放射性塵の降下

oSr量はそれぞれ250kCiと200kCiである（第3図）．

これから1969年の90Sr降下量は前年の約80％が期待され

る．この値は日本の6地点の90Sr降下量から推定される

0．84の値と一致する（第3節）．

　5．90Srの北半球全体と日本への降下量

　第6表に日本における90Sr降下量（∫：単位mCi／km2）

と北半球全体への降下量（F：単位MCi）との比をしめ

した．これは1960年～1968年の9年間の平均値を標準偏

差とともにしめした．すなわち北半球全体における

1MCiの90Sr降下量は，秋田の11．9mCi／km2，大阪の

4．8mCi／km2の90Sr降下量に対応する．

　本研究に種々御討論，助言を与えられた気象研究所地

球化学研究部の方々，又降水試料の採取に御尽力頂いた

東京，札幌，仙台，大阪，福岡の各管区気象台，秋田，

水戸の各地方気象台の観測課，技術課の方々に厚く感謝

する．
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第16期　第2回理事会議事録

日　時　昭和45年10月27日（火）17：40～19：30

螂所京都教育文化センター南館1階8号室
出席者　常任理事：山本，大田，関口，大井，神山，川

　　　　村，小平，関原，藤原，岸保，伊藤，駒林

　　　　理事：孫野，青木，竹内，中島，山元，沢田

列席者　根本監事，窪田長期計画委員長，鈴木庶務員

議　題

　1．　大気放射国際会議について

　　　気象学会が主催者となることを了承．

　　　準備委員会によって会議開催計画を進める．

　　　なお本件については来年春の総会において承認を

　　求める．

　2．　日本学術会議会員の選挙について

　　　立候補者を「天気」で公募し，それらを天気に掲

　　載して選挙する方法をとる．

　　細部については常任理事会および選挙管理委員会

　に一任．

3．　大気物理研究所設立について

　　本件は最新の諸情勢を勘案して既定方針とおり推

　進する．

4．　気象学長期計画について

　　長期計画委員長より現在の進行状況報告があり，

　現況承認の後活発な論議がなされた．

5．　そ　の　他

　　大会の理事長挨拶の中に，大気放射国際会議，大

　気物理研究所設立経過，気象学長期計画現況と奨励

　金贈呈主旨等を含める．

　　なお，坂田昌一氏に弔電を打ったこと郭よび長谷

　川万吉氏に山本義一外学会有志として香典と花輪を

　贈った旨報告があった．

26 無天気”17．12．


